
　対象 　接種券（イメージ）

　接種回数

　接種費用

　接種方法

　接種優先順位

　ワクチン接種をかたる不審電話にご注意を

　接種スケジュール（予定）

新型コロナウイルスワクチン接種について

　市民（原則、住民票のある市町村で接種）
　※強制ではありません

　2回

　無料　※ワクチン接種に“予約金”などの費用　
がかかることはありません！

　医療機関での個別接種（病院・診療所での接種）
のほか、市が設ける会場で接種する集団接種も
行う予定です。※接種可能な医療機関、集団接
種日時・会場などは決定次第お知らせします　
※予約が必要です。予約方法については、決定
次第お知らせします

　①医療従事者等（2月より接種開始予定）　
　②高齢者（令和3年度中に65歳以上に達する方）
　③基礎疾患を有する方や高齢者施設等で仕事に

　従事されている方
　④それ以外の方
　※16歳未満の方への接種は、国の方針が定ま

　り次第、お知らせします

　65歳以上の方に対して3月下旬より順次、接種券を送付し、4月から接種を開始していく予定です。
　その他の年齢の方につきましては、4月以降にご案内します。

　ワクチン接種のために必要だとかたり、金銭や
個人情報をだましとろうとする電話に関する相
談が消費者庁に寄せられています。市町村等が、
ワクチン接種のために金銭や個人情報を電話で
求めることはありません。

３月下旬～ ４月上旬～
65歳以上の方

その他の
年齢の方

　接種券配布 　　65歳以上の方の接種

　接種券配布

　基礎疾患をお持ちの方の接種

　高齢者施設従事者等の接種
※上記以外の方の接種
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■問 下関市コロナワクチンコールセンター【3 月 1 日開設】
　☎0570-085671（毎日 午前9時～午後5時）

新型コロナウイルス感染症感染症
についてについてのお知らせ

新型コロナウイルスワクチンに関すること

※2月12日現在の予定です

見本



●市報3月号に掲載する内容は2月12日現在のものです。新型コロナウイルス感染症対策等により、内容を変
更する場合があります。最新情報についてはホームページ等で確認するか問い合わせ先にご確認ください。

新型コロナワクチンQ＆A

新型コロナワクチンにはどんな効果がありますか？
主に発症や重症化の予防が期待されています。さまざまなワクチンが、感染症に対する免疫をつけ
たり、免疫を強めるために接種されています。これにより、個人の発症・重症化予防や、社会全体
での感染症の流行を防ぐことが期待されています。新型コロナワクチンについても、重症化を防い
だり、発熱やせきなどの症状が出ること（発症）を防ぐことが海外では明らかになっており※1、英米
などで緊急接種が行われています。
※1　数万人に、ワクチンと、ワクチンでないもの（生理食塩水か他の既存ワクチン）のどちらかを
2回投与し、発症者や重症者の発生頻度を比較。ワクチンを接種したグループでは、ワクチンでな
いものを接種したグループより約70～95％発症者が少なかったと報告されています

ＱＱ

ＡＡ

医療機関の負担は減りますか？

医療機関の負担を減らすための重要な手段にもなります。新型コロナウイルスは、まだまだ未知の
ことがあります。特効薬も開発中の段階です。こうした中で、ワクチンが実際に使われるようにな
れば、接種された方が感染したとしても、重症化を防ぐことが期待されます。また、多くの方に接
種を受けていただくことにより、重症者や死亡者を減らし、医療機関の負担を減らすことが期待さ
れます。（ワクチンの接種が進むことで社会での感染症の流行が止まる、「集団免疫」の効果がある
かどうかが分かるまでには、時間を要すると考えられています。）

ＱＱ

ＡＡ

発熱などの気になる症状がある方へ

参考：首相官邸ホームページ

安全性と副反応について

新型コロナワクチンの安全性の確保を最優先にしています。ワクチンの承認にあたっては、有効性
だけでなく、どのような副反応が起こりうるかなど安全性についても、海外のデータだけでなく、
国内のデータも用いて確認します。また、ワクチンの承認・接種開始後には、副反応を疑う事例を
収集し、これらを専門家が評価します。
どんなワクチンでも、副反応が起こる可能性があります。ワクチン接種後は、体内
に異物を投与するため、接種部位の腫れ・痛み、発熱、頭痛などの副反応が起こる
ことがあります。治療を要したり、障害が残るほどの重度なものは、極めてまれで
はあるものの、何らかの副反応が起こる可能性を無くすことはできません。
※詳しくは、厚生労働省のホームページをご覧ください

ＱＱ

ＡＡ

▲厚生労働省の
ホームページ

かかりつけ医のある方
まずは、かかりつけ医に電話でご相談ください。かかりつけ医での受診が難しい場合は、発熱外来等の医
療機関をご案内します。

3 市報しものせき　令和３年　３月号

かかりつけ医のない方、相談する医療機関に迷われる方
下記連絡先までご連絡ください。発熱外来等の医療機関をご案内します。
〇受診・相談センター　☎＃７７００　（専用ダイヤル：毎日24時間対応）
　※IP電話、ひかり電話など＃7700を利用できない場合は083-902-2510へ
〇下関市受診案内窓口　☎242-0134　（平日 午前9時～午後5時） 

■問保健医療政策課（☎231-1530）


